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令
和
３
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
19
日
か

ら
３
月
23
日
ま
で
の
33
日
間
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
施
政
方
針
表

明
が
行
わ
れ
、
代
表
質
問
で
は
、
６
人
の
議

員
が
施
政
方
針
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。（
４
〜
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
２
年

４
月
に
同
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
初
め

て
の
当
初
予
算
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
・
環
境
福
祉
経
済
・
教
育
ま
ち
づ
く
り

の
３
つ
の
分
科
会
に
お
い
て
、
細
部
に
至
る

ま
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
の
市
政
の
重
要
課

題
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
、
執
行
部
の
見
解

を
問
い
ま
し
た
。（
７
〜
14
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

採
決
で
は
、
市
長
提
出
議
案
34
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
推
薦
・
承
認
し
た

ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
て
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年

度
比
6.7
％
増
で
、
過
去
最
大
と
な
る
２
７
７

億
３
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
の
概
要

令
和
３
年
度
予
算
総
額
は

　

４
８
８
億
８
１
８
４
万
４
０
０
０
円（
前
年
度
比
2.9
％
増
）

　

歳
入
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
な
ど
を
勘
案
し
、
個
人
市
民
税
は

前
年
度
比
４
億
１
０
０
０
万
円
の
減
、
法
人

市
民
税
は
前
年
度
比
２
億
４
０
０
０
万
円
の

減
を
見
込
む
な
ど
、
市
税
全
体
で
は
前
年
度

比
６
億
９
０
０
０
万
円
減
の
１
０
９
億
３
０

０
０
万
円
を
見
込
み
、
国
庫
支
出
金
で
は
約

２
億
９
６
０
０
万
円
増
の
約
53
億
２
９
０

０
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
費
用

や
市
民
公
園
の
複
合
遊
具
改
修
工
事
、
塚
越

陸
橋
の
耐
震
補
強
工
事
委
託
な
ど
の
建
設
関

連
予
算
、
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
の
増

設
や
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
設
置
な

ど
の
子
育
て
関
連
予
算
の
増
額
の
ほ
か
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の

費
用
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
費
用
な
ど
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
や
錦
町
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
、
５
つ
の
会
計
か
ら

な
り
、
そ
の
総
額
は
１
４
８
億
９
４
０
０
万

円
、
病
院
・
水
道
・
下
水
道
の
企
業
会
計
合

計
額
は
６
２
億
５
７
８
４
万
４
０
０
０
円
で
、

全
会
計
を
合
わ
せ
た
蕨
市
全
体
の
予
算
規
模

は
４
８
８
億
８
１
８
４
万
４
０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
予
算
の
概
要

3 月 定 例 会3 月 定 例 会

会　　計　　名 予　算　額

一般会計予算 277億3,000万円

特別会計 148億9,400万円

国民健康保険 71億1,500万円

錦町土地区画整理事業 14億5,600万円

介護保険 53億7,700万円

後期高齢者医療 9億2,600万円

公共用地先行取得事業 2,000万円

一般・特別会計
会　計　名 予算科目 予　算　額

病院事業会計 収益的支出 32億6,672万2,000円

水道事業会計 収益的支出 13億9,141万5,000円

公共下水道事業会計 収益的支出 15億9,970万7,000円

一　般　会　計 277億3,000万円

特　別　会　計 148億9,400万円

企　業　会　計 62億5,784万4,000円

合　　　　　計 488億8,184万4,000円

蕨市全体の予算

企業会計
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 令和３年度に実施する主な新規・拡充事業
　市議会では、令和３年度予算等の内容について、予算決算常任委員会の総務・環境福祉経済・教育まち
づくりの３つの分科会において、詳細にわたり審査を行っています。そのうち、令和３年度の主な新規・
拡充事業について、審査を行った分科会ごとに紹介いたします。

◆新庁舎建設事業 18億2,770万円
市役所庁舎の建て替えに向けて、今年度は旧庁
舎の解体工事を６月中に完了させ、新庁舎建設
工事を３か年にわたり実施していきます。

◆防災行政無線の一斉情報伝達サービス
 160万円
防災行政無線の内容を希望者にメール、電話、
ファックスなどで提供するサービスを実施します。

◆高規格救急自動車の購入 3,518万円
市民の方からいただいた指定寄附を活用し、新た
に１台を整備し、合計４台で体制を強化します。

◆Net119緊急通報システムの導入
 413万円
聴覚・言語機能に障害のある方が携帯端末を使
用し、音声によらない通報が可能となります。

◆通話録音機能付電話機設置費補助金
 50万円
振り込め詐欺被害の防止などのために、防犯機
能が充実した固定電話機の購入補助を行います。

◆多文化共生のまちづくりの推進 271万円
市民懇談会からの意見や意識調査の結果などを
盛り込み、多文化共生指針を策定します。

総　務　分　科　会

◆新型コロナウイルスワクチン接種事業
 4億5,485万円
協力医療機関での個別接種と保健センターでの
集団接種を実施します。65歳以上の高齢者の皆
さんには、５月に高齢者施設入所者の方から開
始となり、順次接種を行う予定となります。

◆濃厚接触者以外の新型コロナウイルス
　検査の実施 153万円
身近な集団に感染者が発生した場合で、県が行政
検査の対象外とした方の検査費を市が負担します。

◆電子商品券支給事業 2億6,600万円
全市民に１人3,000円の電子商品券を支給し、全
世帯の家計を応援するとともに、消費の活性化
を通じて市内の事業者を支援します。

◆手話言語条例周知等リーフレット 165万円
条例の周知と手話の普及、聴覚障害者への理解促
進のためのリーフレットを作成して配布します。

◆地域包括支援センター事業 6,313万円
市内３施設目の同センターを塚越地区に開設。

環境福祉経済分科会

◆小学校体育館エアコン設置工事の設計
 804万円
小学校２校の設計を行い、中学校３校は主に夏休
み期間中に令和２年度補正予算の２億1,500万円
を活用してエアコン設置工事を行います。教育環
境の質的向上と避難所機能の拡充を図ります。

◆英語技能測定委託料 477万円
中学２・３年生に「読む」「聞く」「書く」「話す」
の英語４技能テストやパソコンを活用した外国語
学習等を組み合わせたＧＴＥＣを実施し、外国語
活用能力の向上を図ります。

◆保護者連絡システム使用料 415万円
欠席連絡等を行うクラウド型システムを導入し、
教職員と保護者の利便性向上を図ります。

◆市民公園大型複合遊具の更新 4,630万円
昨年度行った市民参加型のワークショップの意
見を踏まえた設計に基づき、大型複合遊具への
改修工事を実施します。

◆橋りょう改修工事 1億5,995万円
４か年計画で塚越陸橋の改修と耐震化を行うほか、
市内全59橋の橋りょう点検等を行います。

教育まちづくり分科会
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新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う

景
気
後
退
で
、
自
治
体
の
財

政
状
況
は
急
速
に
悪
化
し
て

お
り
、
地
方
税
財
政
の
基
盤

強
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
一
般
会
計
当
初
予

算
の
規
模
が
過
去
最
高
の

２
７
７
億
３
０
０
０
万
円
と

な
っ
た
詳
細
と
今
後
の
財
政

見
通
し
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

前
年
度
比
増
と

な
っ
た
詳
細
と
し
て
は
、
新

庁
舎
整
備
事
業
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
の
財
政
見
通
し
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
な
ど
、
歳
入
の
減

収
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
る
一
方
、
歳
出
で
は
、
社

会
保
障
関
連
経
費
の
増
な
ど
、

多
額
の
財
源
を
要
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
考
え
て
い
る
。

　

自
主
財
源
と
依
存
財

源
の
比
率
及
び
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

　

自
主
財
源
が

48
・
７
％
、
依
存
財
源
が
51
・

３
％
。
更
な
る
収
納
対
策
の

強
化
な
ど
、
積
極
的
に
自
主

財
源
の
確
保
を
図
り
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
ス
ピ
ー
ド
」「
弾
力
性
」「
機

動
力
」
だ
と
考
え
る
が
、
生

活
支
援
・
地
域
経
済
活
性
化

対
策
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　

蕨
市
新
型

コ
ロ
ナ
緊
急
対
策
で
生
活
支

援
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
い
、
第
５
弾
の
フ
ー
ド

パ
ン
ト
リ
ー
は
２
月
25
日
に

開
催
し
、
当
日
は
生
活
支
援

に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け

た
。
今
年
度
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
継
続
し
て
開
催
し
、

必
要
な
支
援
を
案
内
す
る
。

　

経
済
対
策

は
、
小
規
模
企
業
者
応
援
金

を
２
回
支
給
し
、
小
規
模
企

業
者
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援

事
業
、
地
域
活
性
化
・
消
費

者
応
援
事
業
を
実
施
し
た
。

今
年
度
は
、
電
子
商
品
券
支

給
事
業
の
実
施
を
予
定
し
、

す
べ
て
の
家
計
を
応
援
し
て

市
内
の
消
費
拡
大
と
地
域
経

済
の
活
性
化
、
市
内
事
業
者

へ
の
支
援
に
つ
な
げ
た
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
本
格

化
と
国
語
力
の
強
化
の
両
立

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的

な
活
用
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取

り
入
れ
、
国
語
力
の
向
上
を

一
層
図
れ
る
よ
う
努
め
る
。

　

時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
教
育
の
充
実
と
、
公
共

用
地
・
公
共
施
設
等
の
総
合

的
な
管
理
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
し
っ

か
り
と
対
応
し
な
が
ら
、
基

本
と
な
る
読
解
力
な
ど
の
国

語
力
を
さ
ら
に
高
め
ら
れ
る

よ
う
に
、
蕨
な
ら
で
は
の
教

育
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
そ
の
条
件
整
備
を
進

め
た
い
。
公
共
施
設
等
の
総

合
管
理
に
つ
い
て
は
、
施
設

を
可
能
な
限
り
長
寿
命
化
し
、

総
量
を
抑
制
す
る
こ
と
が
基

本
方
針
に
な
る
が
、
長
い
目

で
見
た
と
き
に
は
更
新
の
時

期
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
り
、

大
き
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
も
の
は
し
っ
か
り
意

識
し
て
、
今
後
も
進
め
た
い
。

令和３年度一般会計予算案の概要と市長の施政方針・主な事業について

令
政
ク
ラ
ブ

　

池 

上  

智 

康

予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て

 

施
政
方
針
に
掲
げ
た

 

主
な
事
業
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

教
育
長

市
長

代表質問とは

一般会計当初予算案や市政全体に

わたり、各会派の代表者１名と、

２人以上の会派に所属していない

議員がそれぞれの持ち時間で質問

する制度です。

代 表 質 問代 表 質 問代 表 質 問代 表 質 問
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
を
受
け
た
市
民
の

皆
様
、
飲
食
店
を
初
め
、
多

く
の
企
業
経
営
者
や
そ
こ
で

働
く
皆
様
に
対
し
て
救
済
の

措
置
を
講
じ
て
き
た
が
、
ま

だ
ま
だ
多
く
の
問
題
を
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
当
た
り

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

た
が
、
そ
の
詳
細
は
。

　

３
月
下
旬

に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
。
集
団
接
種
の
予
約
受

付
の
ほ
か
、
接
種
医
療
機
関

の
案
内
な
ど
、
定
型
的
な
問

い
合
わ
せ
に
応
じ
る
も
の
で
、

土
日
祝
日
を
含
む
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
５

人
体
制
で
実
施
す
る
。

　

今
後
の
行
事
・
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　

今
後
も
感

染
状
況
や
国
・
県
の
動
向
等

を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
す
る
。

　

市
民
税
個
人
分
及
び

法
人
分
の
減
額
内
容
は
。

　

個
人
分
は
、
所

得
割
で
税
制
改
正
に
よ
る
所

得
控
除
の
見
直
し
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
４
億
１
０
０
０

万
円
の
減
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
法
人
分
は
、
税
制
改
正

に
よ
り
法
人
税
割
の
税
率
が

3.7
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

や
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
所

得
の
減
少
な
ど
か
ら
２
億
４

０
０
０
万
円
の
減
で
あ
る
。

　

通
話
録
音
機
能
付
電

話
機
設
置
費
補
助
金
の
内
容

は
ど
の
よ
う
か
。

　

高
齢
者
世

帯
等
を
対
象
に
、
自
動
で
録

音
を
開
始
す
る
な
ど
の
機
能

を
有
す
る
固
定
電
話
機
の
購

入
補
助
を
行
う
も
の
で
、
７

月
頃
に
申
請
の
募
集
を
行
い
、

申
請
が
多
数
の
場
合
に
抽
選

を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
一
斉

情
報
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

　

昨
年
度
に

高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
を
導
入

し
、
今
年
度
は
防
災
行
政
無

線
の
放
送
内
容
を
多
言
語
化

し
た
メ
ー
ル
を
初
め
、
電
話

や
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
も
提
供

す
る
一
斉
情
報
伝
達
サ
ー
ビ

ス
の
周
知
を
図
り
、
出
水
期

が
始
ま
る
６
月
頃
ま
で
に
は

本
格
的
に
運
用
を
始
め
た
い
。

　

今
年
度
の
学
校
体
育

館
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
設
計

の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

　

前
年
度
の
中
学

校
３
校
の
設
計
委
託
に
引
き

続
き
、
小
学
校
２
校
に
お
い

て
、
次
年
度
の
工
事
実
施
に

向
け
設
計
を
委
託
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
中
学

校
と
同
様
に
概
算
工
事
費
や

工
法
、
工
期
な
ど
に
つ
い
て

設
計
す
る
。
ま
た
、
今
後
の

設
置
計
画
に
つ
い
て
は
、
設

計
委
託
に
よ
り
示
さ
れ
る
概

算
工
事
費
な
ど
を
踏
ま
え
、

計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

令和３年度の行政運営及び市長の施政方針について

公
明
党

　

大 

石  

幸 

一

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
は
深
刻
。

保
健
所
の
縮
小
、
検
査
・
医

療
体
制
の
不
足
、「
ＧO

ＴO

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、「
自
助
」

優
先
の
姿
勢
等
、
国
政
の
責

任
が
問
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
、
未
来
へ
の
飛
躍
へ
」
を

掲
げ
る
施
政
方
針
を
高
く
評

価
。
市
財
政
へ
の
影
響
も
あ

る
が
、
事
業
廃
止
や
市
民
の

負
担
増
等
の
計
画
は
あ
る
か
。

　

主
な
事
業
で
変

更
、負
担
増
等
の
予
定
は
な
い
。

　

市
民
優
先
の
判
断
を

歓
迎
す
る
。

　

感
染
拡
大
を
防
ぐ
社

会
的
検
査
と
し
て
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

等
検
査
に
関
す
る
認
識
と
対

応
は
ど
う
か
。　

高
齢
者
施

設
の
従
事
者
を
対
象
に
集
中

的
に
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

検
査
機
会
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
要
望
す
る
。

　

自
宅
療
養
中
の
急
変
、

重
篤
化
事
例
が
報
じ
ら
れ
る
。

市
も
支
援
で
き
る
よ
う
県
と

の
協
議
を
要
望
す
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
で
の
市
長
の
見

解
は
ど
の
よ
う
か
。

　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
は
か
つ
て
な
く

厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
く
ら

し
・
健
康
、
市
内
事
業
者
の

営
業
を
守
る
た
め
に
、
最
大

限
の
努
力
を
す
る
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
始
ま
っ
た
が
、
影

響
の
長
期
化
等
が
懸
念
さ
れ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
第
５

弾
に
取
り
組
む
ほ
か
、
必
要

な
対
策
は「
あ
っ
た
か
市
政
」

の
真
価
を
発
揮
す
る
立
場
か

ら
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
機

能
的
に
対
応
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
実
施
で
き
な
い
事
業
も
あ

っ
た
が
、
今
後
必
要
な
対
策

な
ど
の
見
解
は
。

　

地
球
温
暖

化
で
水
害
の
備
え
や
環
境
対

策
の
重
要
性
は
高
ま
る
。
市

と
し
て
防
災
都
市
づ
く
り
と

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
両
立
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
市
民
の
協

力
は
不
可
欠
で
あ
り
、
啓
発

に
努
め
る
。

　

東
日
本
大
震
災
を
風

化
さ
せ
ず
教
訓
を
生
か
す
こ

と
が
大
切
。
防
災
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
は
。

　

市
民
の
安
全
を
守
る

こ
と
は
一
番
大
事
な
自
治
体

の
役
割
で
あ
る
。
今
年
度
は

災
害
情
報
伝
達
の
仕
組
み
を

整
備
す
る
。
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
力
を
生
か
し
た
防
災

を
推
進
す
る
。

　

検
査
・
診
療
等
の
実

績
は
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
・
抗
原
定
量
検
査
合
計
で

４
０
０
１
件
。
コ
ロ
ナ
対
応

病
床
１
床
を
確
保
し
、
こ
の

間
８
名
が
退
院
し
た
。

　

市
立
病
院
が
急
性
期

病
院
と
し
て
果
た
し
て
い
る

役
割
は
明
確
。
建
て
替
え
に

向
け
た
検
討
を
。

　

引
き
続
き
、

経
営
状
況
も
踏
ま
え
、
慎
重

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

コロナ禍を乗り越え、命・くらしを守る「あったか市政」の推進を

日
本
共
産
党
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学
校
改
修
事
業
に
つ

い
て
、
ト
イ
レ
改
修
工
事
の

内
容
及
び
体
育
館
エ
ア
コ
ン

設
置
工
事
設
計
委
託
料
の
内

容
は
ど
の
よ
う
か
。

　

東
小
学
校
と
中

央
小
学
校
の
男
女
１
か
所
ず

つ
の
ト
イ
レ
の
床
の
ド
ラ
イ

化
と
便
器
交
換
を
実
施
す
る
。

エ
ア
コ
ン
の
設
計
委
託
は
小

学
校
２
校
分
を
計
上
し
た
。

　

保
護
者
連
絡
シ
ス
テ

ム
の
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
か
。

　

欠
席
連
絡
な
ど

を
学
校
と
保
護
者
が
双
方
向

で
行
う
こ
と
が
で
き
、
お
便

り
の
一
斉
送
信
等
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　

通
話
録
音
機
能
付
電

話
機
設
置
費
補
助
金
の
内
容

は
ど
の
よ
う
か
。

　

高
齢
者
な

ど
を
対
象
に
、
通
話
を
録
音

す
る
こ
と
に
つ
い
て
自
動
で

発
信
者
に
通
知
し
、
通
話
が

開
始
さ
れ
る
と
同
時
に
自
動

で
録
音
を
開
始
す
る
機
能
を

有
す
る
固
定
電
話
機
の
購
入

に
補
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

補
助
額
は
、
１
件
当

た
り
上
限
２
万
円
だ
が
、
市

民
は
自
己
負
担
な
し
で
設
置

で
き
る
の
か
。　

１
台
２
万

円
以
下
で
購
入
で
き
る
も
の

も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
自

己
負
担
な
し
で
設
置
で
き
る

場
合
も
あ
る
。

　

予
算
は
25
台
分
で
あ

る
が
、
安
く
設
置
で
き
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
多
く
の
希

望
が
あ
っ
て
も
柔
軟
に
対
応

し
て
ほ
し
い
。

一般会計予算案、教育環境の整備を

無
所
属

　

榎 

本  

和 

孝

　

中
学
校
２
、３
年
生

へ
の
英
語
技
能
測
定
委
託
に

つ
い
て
、
英
検
で
は
な
く
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
を
選
定
し
た
理
由
は
。

　

英
検
の
場
合
、

一
次
試
験
を
受
け
て
合
格
し

た
人
だ
け
が
「
話
す
」
試
験

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
「
聞
く
」「
話

す
」「
読
む
」「
書
く
」
の

４
技
能
の
試
験
を
全
員
受
け

ら
れ
る
こ
と
や
、
試
験
結
果

が
学
校
等
に
示
さ
れ
客
観
的

な
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
教
職

員
研
修
を
行
い
、
英
語
力
の

向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

教
育
セ
ン
タ
ー
に
配

置
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の

業
務
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

　

授
業
支
援
、
教

材
作
成
、
教
員
研
修
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
管
理
に
か
か
る
サ
ポ

ー
ト
を
想
定
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

税
収
の
落
ち
込
み
が
今
後
も

続
き
、
回
復
す
る
ま
で
に
は

相
当
時
間
が
か
か
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
今
後
、
市
債
の

発
行
や
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
は
ど
こ
ま
で
許
容
す

る
の
か
。
ま
た
、
一
般
会
計

予
算
か
ら
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
大
幅

増
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
財
政
が

厳
し
い
状
況
だ
が
、
財
政
健

全
化
を
意
識
し
な
が
ら
、
必

要
な
事
業
は
市
債
や
基
金
の

活
用
も
含
め
て
対
応
す
る
の

が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

　

社
会
保
険
に
入
っ
て
い
る

方
も
会
社
を
退
職
す
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
方
は
国
保
に
入

る
。
国
保
が
安
定
し
て
運
営

さ
れ
、
国
保
税
も
抑
制
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ

て
の
市
民
に
意
味
の
あ
る
繰

出
金
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お

け
る
必
要
な
デ
ー
タ
入
力
・

管
理
者
の
設
置
・
対
応
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

　

医
療
機
関

や
集
団
接
種
会
場
で
は
、
デ

ー
タ
で
は
な
く
、
予
診
票
に

接
種
券
や
ワ
ク
チ
ン
の
ロ
ッ

ト
番
号
が
書
か
れ
た
シ
ー
ル

を
張
り
つ
け
る
形
で
接
種
記

録
を
管
理
す
る
。
そ
の
紙
の

資
料
を
デ
ー
タ
化
し
て
市
が

管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

居
住
地
以
外
で
接
種

さ
れ
た
方
を
も
れ
な
く
管
理

す
る
た
め
に
も
、
国
が
開
発

し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
を
と
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

　

商
業
施
設
の
目
玉
と

し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
誘

致
が
望
ま
し
い
が
ど
う
か
。

　

こ
れ
ま
で

の
議
論
の
中
で
、
高
級
な
商

品
を
扱
う
よ
う
な
お
店
が
よ

い
と
い
う
意
見
や
、
一
方
で

安
価
な
商
品
を
取
り
扱
う
店

が
よ
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
に
ぎ
わ
い
の

創
出
に
つ
な
が
り
、
長
い
間
、

営
業
が
継
続
す
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
施
設
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

令和３年度予算や「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンなど、賴髙市政を総合的に問う！
日
本
維
新
の
会
・
無
所
属
連
合
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個
人
市
民
税
の
収
納

率
は
、
依
然
と
し
て
県
下
最

下
位
だ
が
、
今
年
度
に
お
け

る
自
主
財
源
確
保
の
強
化
策

と
数
値
目
標
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　

納
付
書
つ
き
催

告
書
の
送
付
や
納
税
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど
に
加
え
、

令
和
３
年
度
は
川
口
県
税
事

務
所
に
設
置
さ
れ
る
県
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
職
員
１
名
を
派
遣
し
、
個

人
住
民
税
の
滞
納
整
理
を
集

中
的
に
推
進
し
、
当
初
予
算

に
計
上
し
た
収
入
額
と
収
納

率
を
上
回
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

昨
年
度
は
市
独
自
の
新
型
コ

ロ
ナ
緊
急
対
策
を
第
１
弾
か

ら
第
５
弾
ま
で
実
施
し
た
が
、

今
年
度
に
お
い
て
も
継
続
し

て
行
う
考
え
は
な
い
か
。

　

今
後
も
感
染
状

況
や
社
会
経
済
状
況
を
的
確

に
見
定
め
、
国
や
県
の
行
う

取
り
組
み
等
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
市
と
し
て
求
め
ら
れ
る

対
策
に
つ
い
て
、
財
源
等
も

勘
案
し
て
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

道
路
補
修
事
業
と
し

て
５
路
線
が
予
算
化
さ
れ
た

が
、
北
町
地
区
の
市
道
25
―

01
号
線
（
蕨
高
北
通
り
）
の

工
事
概
要
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
か
。

　

当
該
路
線

は
交
通
量
が
非
常
に
多
く
、

路
線
全
体
の
劣
化
の
進
行
が

著
し
い
こ
と
か
ら
、
国
道
17

号
と
の
交
差
点
か
ら
、
さ
い

た
ま
市
境
ま
で
の
延
長
約

２
５
０
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、

路
盤
再
生
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

過ちては改むるに憚ることなかれ  独断専行が顕在化する賴髙市政に喝！

立
憲
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主
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議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
部
長

教
育
部
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

都
市
整
備
部
長

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

総
務
部
長

都
市
整
備
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
部
長

教
育
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

特
殊
詐
欺
対
策
の
強
化
を




